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メキシコ ２０２５年のアボカド生産量と輸出量は増加を予測 
ＦｒｅｓｈＦｒｕｉｔＰｏｒｔａｌ ２０２５年４月８日 

（訳注： 元の英文記事では重さはショートトン、面積はエーカーで表記されていますが、翻訳では引用されている米国農務省

の年次報告書に従いメートル法のトン及びヘクタールで表記しています。） 

最近公表された米国農務省の年次報告書によると、２０２５年のメキシコのアボカドの生産量は、２０２４年の

推定２６７万トンに比べて３％増となる２７５万トンと予測されている。この増加は、良好な生育条件、農法の改

善、及び旺盛な輸出需要に起因している。 

アボカドの栽培面積は２０２５年も比較的安定しており、約２５万６,５００ヘクタールと予想されている。生産者

達は、これはミチョアカン州における新たな「森林非破壊認証プログラム」と土地利用規制の厳格化により、新

植が制限されているためであると報告している。メキシコの農業食品水産情報サービス（ＳＩＡＰ）のデータによ

ると、２０２４年のアボカドの栽培面積は、２０２３年に比べ１％減の約２５万６,２００ヘクタールであった。 

ミチョアカン州はメキシコ最大のアボカド生産州で、全国の生産量の６８％を占めており、次いでハリスコ州

が１２％、メキシコ州が５％となっている。ミチョアカン州では、好ましくない天候条件と、森林伐採地にある果

樹園への罰金等の執行措置の強化により、２０２４年には生産量が１％減少した。 

一方、ハリスコ州の生産量は、輸出需要と十分な水資源により５％増加した。ミチョアカン州とハリスコ州だ

けが米国への輸出資格を有するが、他の州も国際市場に輸出しながら、国内市場にも供給している。 

貿易 

米国のトランプ政権が最近発表した、米国のすべての貿易相手国に対する１０％の基本関税の設定により、

農産物業界に広範な懸念が広がっている。ただし、アボカドは、Ｔ-ＭＥＣ（メキシコ・米国・カナダ協定）の原

産地規則に準拠している限り、０％の関税が維持される。 

米国農務省によると、メキシコのアボカド輸出量は２０２５年に１３４万トンに達すると予測されており、これ（Ｔ-

ＭＥＣによるゼロ関税）は特に重要になる。この輸出量が実現すれば、主に米国からの国際需要の増加に対応

した前年比５％の増加となる。２０２４年の推定輸出量は約１２８万トンで、主に物流コストの上昇と収穫量の変

動により、２０２３年から９％減少した。 

２０２４年の米国向け輸出量は約１０７万トンで、前年比５％の減少となった。メキシコのアボカド輸出量のうち、

米国市場向けは８０％以上を占めており、次いでカナダが７％、日本が３％であった。 

アボカドは一年中輸出されるが、最盛期は１２月から２月で輸出の３５％以上を占め、スーパーボウル（毎年 

２月上旬の日曜日）はメキシコ産アボカドの米国向け輸出需要の重要な推進力となっている。メキシコは２０２４年

の米国の全アボカド輸入量の約８８％を供給した。 

輸出市場では、その味、食感、さらに日持ちの良さから、一般的にハスアボカドが他の品種よりも好まれる。 

２０２４年のメキシコの農産物輸出の中でアボカドはビールとテキーラに次いで３位に位置し、ベリー類とトマト

を上回った。 

２０２４年７月以降、米国農務省は、米国向け輸出のためのアボカド果樹園の認証に関する監督方法を改訂

した。この変更により、米国農務省は第３者機関の認証に当たってすべての果樹園の現場に立ち会うのでは

なく、日々の果樹園の活動をリモートで監視し、必要に応じて監査を実施できるようになった。 

 

 

https://www.freshfruitportal.com/news/2025/04/08/mexican-avocado-production-and-exports-projected-up-in-2025/
https://apps.fas.usda.gov/newgainapi/api/Report/DownloadReportByFileName?fileName=Avocado%20Annual_Guadalajara_Mexico_MX2025-0017.pdf

